
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
五
。
一
〇
・
一
一
・
〓
二
号
）
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

第

一
三
六
次
調
査

□

□

長
さ
五
七
ｍｍ
幅
二
〇
ｍｍ
の
削
暦
で
あ
る
が
、
釈
読
不
能
。
他
の
四
点
は
さ
ら

に
小
型
で
、
わ
ず
か
な
墨
痕
が
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
一　
第

一
三
人
十
二
次
調
査

①

　

　

　

□
　
ロ
ヨ
ロ

□
　
　
　
□
い
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

（∞Ｙ
Ｏ
Ｘ
ω
ｏ解

ぃ́

横
材
で
、
四
周
欠
損
。
釈
読
で
き
る
文
字
は
、
中
央
下
の

一
字
の
み
。　
一
見

「己
」
「已
」
に
み
え
る
が
、
中
に
点
が
あ
る
こ
と
、
文
字
の
頭
に

「
ク
」
の

く
ず
し
を
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら

「色
」
と
判
断
し
た
。
全
体
の
内
容
に

つ
い
て
は
不
明
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
六
』
０
一〇
〇
六
年
）

同

『飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
〇

（一
一〇
〇
六
年
）

（市
　
大
樹

・
竹
本
　
晃
）

『評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』

（奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第
七
六
冊
）
の
刊
行

こ
こ

一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
飛
鳥
池
遺
跡
、
石
神
遺
跡
、
飛
鳥
京
跡
苑
池

遺
構
な
ど
か
ら
陸
続
と
発
見
さ
れ
た
七
世
紀
の
木
簡
は
、
律
令
制
形
成
期

の
豊
か
な
歴
史
像
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
中
で
も
荷
札
木
簡
は
、
地

方
支
配
や
収
取
体
制
を
端
的
に
示
す
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
七
世
紀
の
評
制
下
の
荷
札
と
判
断
さ

れ
る
三
三
九
点
の
木
簡
を
国
別
に
集
成
し
、
鮮
明
な
写
真
を
提
供
し
、
か

つ
詳
細
な
解
説
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
だ
け
で
な

く
、
奈
良
県
教
育
委
員
会

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
を
は
じ
め

各
地
の
調
査
機
関
が
担
当
し
た
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
も
収
録
し
て
お
り

木
簡
調
査
機
関
の
幅
広
い
連
携
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
出
版
で

あ
る
。
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
各
機
関
の
責
任
に
お
い
て
釈
文
の
再
検
討

を
行
な
い
、
最
新
の
成
果
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
世
紀
の
荷
札

を
総
合
的
に
論
じ
た
総
説
を
付
す
。
市
販
は
左
記
の
通
り
。

Ａ
４
判
、
カ
ラ
ー
図
版
二
葉
、
図
版
六
四
頁
、
本
文

一
一
六
頁

定
価
　
五
二
五
〇
円

（税
込
み
）

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
五
月
刊
行

〇
〇
騨


